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	会議名
	平成27年度

第15回　介護・医療連携推進会議
	記録者
	
	

	日時・場所
	日時：自27年12月28日9時30分

　　　自27年12月28日11時30分

場所：ロング・ライフ会議室
	会議出席者
	蓬田隆子氏　　　　森所長

菅野美江子氏　　　佐久間晴子

伊東五十子氏　　　伊藤貞敏氏

丹野亜紀子　　　　本田圭子
	

	議　題
	１、あいさつ

２、平成27年度　10～12月の反省・今後の予定

３、自己評価について　　４、その他
	

	会　議　（ 打 ち 合 わ せ ）内  容
	１、あいさつ

　所長より…

　

２、平成27年度10～12月の反省、今後の予定など

丹野より…

３、自己評価について

　本田より…事業所での評価について、資料とスライドを用いて説明。

　蓬田氏…項目番号7について、具体的に連携推進会議の内容をサービスの提供等に適切に反映させている事例があれば教えてほしい。

　丹野…会議の中でテレビ電話の機械の件でお話頂いてからは、外部の会議など様々な場に持参するようにしている。

　

　所長…項目番号9、10について。松川安心安全ネットワーク委員会での徘徊模擬訓練にも職員が参加しているので、その事も災害対応や緊急時の対応にいかされているのではないか。今後も出来る限り職員も参加してはどうか。

　

　所長…項目14について、「未来志向型」とは、心身レベルが急激に低下してから定期巡回に移行するのではなく早い段階で定期巡回に移行し、心身ともに元気に在宅生活を継続するような考え方。今後も各居宅へ、そのような目的の移行を進めていくことが大切。

　

　蓬田氏…項目28について　職員間で回覧するだけではなく、玄関などに設置して誰でも閲覧できるようにするなどより多くの方に見て頂けるような工夫が必要。

丹野より…今後は、ロングライフのホームページへの掲載と共に、施設玄関へ　の設置を実施したい。
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第２４回介護・医療連携推進会議　記録

平成３０年３月２１日
9時30分～11時30分

場所：ロング・ライフ会議室
会議出席者


Ａ氏（当該事業に知見を有する者）　　　　

Ｂ氏（地域住民）

Ｃ氏（利用者家族）　　　

Ｄ氏（民生委員）

Ｅ氏（松川地域包括）

Ｆ氏（やまなみ訪問看護）

Ｇ氏（ロング訪問看護）
森所長・丹野管理者・本田介護員・加藤介護員（ロングライフ２４時間訪問介護看護事業所）

会　議　内  容
１、あいさつ

　森所長より・・・この会議も第24回となりました。定期巡回サービスが地域に役立つサービスということ、今後ますます拡大していかなければならないといことでNTTデータや浜銀からのヒアリングを受けています。今日は、介護報酬の改定についても説明させていただきます。

２、ふくふくオレンジフェスタ報告

　丹野より・・・別紙資料参照

所長：3月はアオウゼの半面で実施したが、今度の9月24日には前面を使って実施予定。

　　　定期巡回サービスの周知啓発できる貴重な場となっている。 

３、平成30年介護報酬改正について

　所長より・・・別紙資料参照

　所長：0.54パーセントの改定だが、加算をきちんと算定しないとプラスにはならない仕組み。定期巡回サービスは、オペレーターの要件緩和や、連携会議の開催頻度が4回から2回になるなど、看護小規模と同様、重要なサービスとして位置づけられている。

４、意見交換、その他

　A氏：現在の利用者状況について教えて下さい。

　丹野　：現在21名利用、平均介護度は2.5。4月からは25名くらいに増える見込み。介護度1の方もいるが、丁寧に対応し、介護度が重くなっても自宅で生活できるよう支援していきたい。また、4月から吉井田サ高住への対応も少しずつ進めていく。

　所長　：今後利用者数が増えるとのことで、職員の増員も考えている。

　来年度の開催日時について、来年度より年2回の開催となる。

　平成30年9月10日　第25回

　　　　　　3月25日　第26回　　　とする。

　☆次回開催　平成30年9月10日　第25回　9：30～

